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佐賀導水路の概要（１／２）
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■総事業費：約995億円
■工期：平成20年度完成

■佐賀導水路は一級河川筑後川水系に属し、筑後川と城原川を連絡する東佐賀導水路、城原川と
嘉瀬川を連絡する西佐賀導水路及び巨勢川調整池等からなり、佐賀平野を東西に横断する全長
約23㎞の流況調整河川です。

導水路延長：約23km
巨勢川調整池佐賀導水路

事業の目的

１．洪水調節
２．内水排除
３．流水の正常な
機能の維持
(河川維持用水
浄化用水)

４．水道用水



佐賀導水の概要 ＜流況調整河川とは＞ （２／２）

２つ以上の河川を水路・導水管路で連絡した河川であり、
必要に応じてそれぞれの河川のうち、流況に余剰のある河川から不足している河川へ水を
移動させて河川の流れを改善します。
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★流水の正常な機能の維持

・不特定用水の補給（城原川：最大0.1m3/s，嘉瀬川：最大0.3m3/s）

城原川，嘉瀬川に不特定用水の補給を行い流水の正常な機能の維持と増進を

はかります。

・浄化用水の補給（最大1.2m3/s）

佐賀市内河川において、生活排水等の流入により河川環境が悪化

（BOD値が上昇）した場合、浄化用水を多布施川から補給します。

★水道用水（最大0.65m3/s）

佐賀西部地域の水道用水のための補給をします。

各用水の補給にあたっては、既存の水利用に支障を及ぼさない範囲で相
互の河川の流況を調整し補給します。
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佐賀導水利水運用



筑後大堰

城原川
河川維持用水

佐賀江川佐賀西部水道用水
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瀬ノ下地点

嘉瀬川大堰

＜利水計画の目的＞
●流水の正常な機能の維持
●水道用水（佐賀西部地域）

（多久市、武雄市、小城市、嬉野市、大町町、
江北町、白石町、西佐賀水道企業団（佐賀市、
小城市、白石町） ４市３町１企業団

佐賀導水路 利水運用模式図

維持用水 最大0.4m3/s
水道用水 最大0.65m3/s
浄化用水 最大1.2m3/s

維持用水 最大0.3m3/s
水道用水 最大0.65m3/s
浄化用水 最大1.2m3/s

維持用水 最大0.1m3/s
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26年

27年
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１月～３月
導水を必要とする傾向が高い

１０月～１２月
導水を必要としない傾向

利水運用（筑後川からの導水実績）

平成２６年１月～平成２９年１０月３１日までの導水実績日数

嘉瀬川への導水 → 毎年「１月～３月」の３ヶ月間が約６０％以上を占める

導水日数

武雄河川事務所

今年は渇水の影響で
大幅に増加



■佐賀平野の特徴

Ａ’

Ａ

佐賀平野は、干拓等で形成された広大な平野です。
また、日本一の干満差を持つ有明海に面した平野は、満潮時には海面より低くなる

低平地であり、洪水被害と内水被害が生じやすい地形となっています。

内水の排水不良

佐賀平野を流れる嘉瀬川・城原川・嘉瀬川は、洪水時は河川水が堤内地盤より高い位
置を流れます。このため、それらの河川が氾濫すると甚大な被害となるほか、佐賀平野
に点在する中小河川の河川水や氾濫水は、大河川への流入が困難となり、浸水被害が発
生しやすい地形となっています。 Ａ－Ａ’断面

内水の排水不良
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平成20年6月洪水の状況 平成21年7月洪水の状況
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■佐賀平野の特徴（内水被害）

過去の実績からも、佐賀平野部は内水被害が多発する地区である。



佐賀導水路 治水運用模式図

東佐賀導水路 約13.2km
城原川～筑後川

西佐賀導水路 約9.8km
嘉瀬川～城原川

(巨勢川調整池の下にも
函渠が埋設されています。
約0.9km)



【佐賀導水事業】
目的：洪水調節、内水排除、

河川維持用水、水道用水、浄化用水

【筑後川下流用水事業(水資源機構)】
目的：農業用水

最大取水量18.6m3/s

内水排除のため必要
となる断面

（最大15m3/s）

河川維持用水、水道用水
浄化用水必要断面

（最大2.25m3/s）

水道用水必要断面

（最大0.65m3/s）

※写真は、東佐賀導水路区間

埋設されている導水管路断面

直径3m直径3m

直径1m

直径0.6m

武雄河川事務所
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佐賀導水路（治水運用：巨勢川調整池）

①規 模
東西 約900m

南北 約600m

②面 積
約55ha

ヤフオクドーム8個分

③洪水調節容量

220万m3

④洪水調節量

ピーク流量130m3/s
（200m3/s→70m3/s）

巨勢川調整池 断面図

巨勢川越流堰



■排水の仕組み

巨勢川調整池は現地盤から

約5～7m掘っています。

巨勢川調整池に溜めた洪水
は、巨勢川機場の排水ポン
プと地下に埋設している導

水管路により「約3.5km」離れ
た嘉瀬川へ排水します。

導水路は、地下に
埋まっています。

嘉瀬川と吐出水槽との
水位差により排水します！

巨勢川調整池に溜めた洪水を排水ポンプ
により吐出水槽へ送ります！
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武雄河事務所
巨勢川調整池から嘉瀬川への排水



巨勢川調整池 ＜過去の出水時貯水状況＞

12

武雄河川事務所

施設運用開始後の既往最高水位
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平成28年6月22日～23日出水の洪水調節効果

１．降雨の概要

1時間 3時間 6時間 12時間 24時間 48時間 東名 東渕

41.7 78.6 116.6 152.1 246.4 246.4 61 46
W=1/10以下
（2日(48時間)）

昭和28年6月 67.4 126.4 187.8 221.6 399.1
440.0

(2日雨量）
125 200 流量決定降雨

昭和29年7月 62.0 117.5 160.4 250.7 333.6
440.0

(2日雨量）
- - 容量決定降雨

対象降雨

平成28年6月

計画降雨
（W=1/50）

雨　量（mm）
備　考

実績ピーク流量

（m3/s）

２．効果の概要

■調整池水位は、「T.P+1.15m」まで上昇、630,000m3を貯留 （調整池全容量の約30%）

■巨勢川の実績ピーク水位＝「T.P+4.94m」にとどまった。

■洪水調節によって、調整池が無かった場合の巨勢川下流の東渕水位は「T.P+6.65m」付近まで
上昇していたものと推定される。

巨勢川下流の東渕水位 約1.7mの水位低減効果

6月22日3時30分佐賀多久地区に大雨警報が発令され、22日～23日の総雨量は「246.4mm」
最大時間雨量は「46mm」 （22日4～5時）を記録した。



平成28年6月22日～23日出水の洪水調節効果

平常時：調整池管理水位 T.P -1.5m

（１）洪水調節時の水位

最高水位 +1.15m(6月22日22時00分)

-1.50m

+0.00m

-1.00m

-2.00m

+1.00m

+6.10m

+4.00m

HWL +5.50m

過去最高水位(平成21年7月26日)+4.72m

+2.00m

+3.00m

H28.6.22 22:00 H= 1.15m（最高水位）

2,200,000m3計画貯水量
＝

出水時最大貯水量 630,000m3

※写真は過去に撮影した同程度の水位時を示す。

（２）河川水位低減効果

東渕地点

東渕水位観測所位置図
【巨勢川】

観測水位 T.P. 4.94m

巨勢川調整池が無かった場合の水位

T.P. 6.65m

約1.7mの低減効果

東渕水位観測所付近河川横断図



平成28年6月22日～23日出水の各ポンプ場稼働時間

巨勢川Ｐ(東渕系)

巨勢川Ｐ(焼原系)

中地江川Ｐ

馬場川Ｐ 三本松川Ｐ

切通川Ｐ

井柳川Ｐ

通瀬川Ｐ

ポンプ場名
巨勢川

（東渕系）
巨勢川

（焼原系）
中地江川 馬場川 三本松川 井柳川 切通川 通瀬川

平成28年
6月22日～23日出水 31 12 28 13 19 10 5 18



佐賀導水路操作室（巨勢川調整池）佐賀庁舎

ポンプ場関連 水門・制水弁関連

26箇所10箇所

各市町 各市町 各市町

河川・防災情報(避難勧告
等）の情報収集や報告

各施設は導水路操作室からの遠隔操作

情報連携

関係行政機関等

佐賀導水路の運用体制

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

住
民
へ
の
情
報
提
供

情報連絡 光ネットワーク
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佐賀導水路の維持管理

○佐賀導水路には、ポンプ場をはじめ、多種多様な数多くの施設が設置されています。

○治水のみならず、利水（開水路機能維持も含む）でほぼ毎日施設が稼働しております。

○治水・利水運用において、支障を来さないよう日々維持管理、点検を実施しております。

今後も佐賀導水事業にご理解・ご協力を賜りますよう
何卒宜しくお願い致します。

管路内調査 ポンプ点検 管理区間巡視


